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近
世
後
期
の
寺
檀
関
係
を
め
ぐ
る
権
力
と
寺
院

i
京

都
を
中
心
に
ー

　　
　

近
世
仏
教
史
研
究
は
、
辻
善
之
助
氏

の
い
わ
ゆ
る

「近
世
佛
教
堕
落
論
」
を
め

ぐ

っ
て
進
展
し
て
き
た
。
こ
の

「堕
落
論
」
の
中
核
を
な
す

一
つ
が
、
寺
檀
関
係

　　
　

で
あ
る
。
寺
檀
関
係
は
、
主
に
成
立
を
め
ぐ

っ
て
研
究
さ
れ
、
制
度
的
側
面

・
経

　　
　

　
る
　

済
的
側
面

・
信
仰
的
側
面

が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
側
面
は
、
対
立

す
る
も
の
で
は
な
く
、
有
機
的
に
結
び

つ
き
な
が
ら
、
寺
檀
関
係
は
成
立
し
た
。

だ
が
、
そ
の
展
開
過
程
に
あ

っ
て
は
、
民
衆
の
信
仰
の
側
面
は
重
視
さ
れ
ず
、
寺

院
全
体

の
制
度
的

・
経
済
的
側
面
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
寺
院
側
が
寺
檀
関
係
を

再
生
産
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
本
末
関
係
を
維
持
す
る
た
め
の
根
幹
と
し
て
利
用

　
　
　

さ
れ
た
、
と

一
般
的
に
理
解
さ
れ
て

い
る
。

し
か
し
、
近
世
後
期
に
お
け
る
寺
檀
関
係
に
つ
い
て
は
、
①
政
策
と
し
て
の
寺

檀
制
度

・
寺
請
制
度
と
、
実
態
と
し

て
の
寺
檀
関
係
と
の
、
主
と
し
て
成
立

・
変

容
に
関
す
る
相
互
関
係
。
②
幕
藩
権
力
が
、
寺
檀
制
度

・
寺
請
制
度
に
対
し
、
キ

リ
シ
タ
ン
禁
制
や
宗
門
帳
作
成
な
ど

の
宗
判
機
能
以
外
に
、
よ
り
広
範
な
意
味
で

の
宗
教
統
制
や
、
さ
ら
に
は
宗
教
の
側
面
に
留
ま
ら
な

い
支
配
の
方
策
と
し
て
い

か
な
る
意
味
を
持
た
せ
た
の
か
、
あ
る

い
は
持
た
せ
な
か

っ
た
の
か
。
こ
の
二
点

　
　
　

が
、
具
体
的
に
研
究
さ
れ
て
い
る
状
況

で
は
な
い
と
い
う

。
ま
た
、
共
同
体
と
の

*
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ソ

関
係
に
お
い
て
、
都
市
と
村
落

の
差
異
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
寺
檀
関
係
は

村
落
社
会
を
中
心
に
研
究
が
進
展
し
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
近
世
後
期
に
お
け
る
寺
檀
関
係
に
つ
い
て
、
政
策
と
し
て

の
寺
檀
関
係
と
、
実
態
と
し
て
の
寺
檀
関
係
と
を
明
確
に
区
別
し
て
、
考
察
を
進

め
る
。
ま
た
、
地
域
差
を
念
頭
に
お
き
、
寺
檀
関
係
の
都
市
的
様
相
を
明
ら
か
に

す
る
。
本
稿
で
具
体
的
に
言
及
す
る
の
は
、
京
都

に
お
け
る
寺
檀
関
係
で
あ
る
。

そ
の
う
え
で
、
制
度
史
研
究
が
低
調
で
あ
る
現
状
を
鑑
み
、
本
稿
は
近
世
後
期
の

政
策
と
し
て
の
寺
檀
関
係
を
中
心
に
、
実
態
と
し
て
の
寺
檀
関
係
に
つ
い
て
も
検

討
を
行

い
た

い
。

第

一
章
で
は
、
京
都
に
お
け
る
政
策
面
で
の
寺
檀
関
係
を
検
討
す
る
。
政
策
面

に
お
け
る
寺
檀
関
係
は
、
町
触
を
通
じ
て
京
都
町
奉
行
か
ら
民
衆
に
布
達
さ
れ
た

　　
　

　
　
　

の
で
、
享
保
七
年

～
安
政
三
年

の

『京
都
町
触
集
成

』
を
検
討
し
て
、
寺
檀
関

係
の
機
能

や
認
識
を
考
察
し
た
。
『町
触
』
か
ら
読
み
得
る
寺
檀
関
係
と
は
、
奉

行
所

へ
の
宗
門
帳
の
提
出
で
あ
り
、
寺
院
か
ら
差
し
出
さ
れ
る
寺
請
状
で
あ

っ
た
。

そ
れ
ら
は
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制

の
政
策
で
あ
り
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
維
持
さ
れ
た

政
策
で
あ

っ
た
。
『町
触
』
を
検
討
す
る
限
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
維
持
や
宗
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判
機
能
以
外

の
宗
教
統
制
や
、
そ
の
他

の
政
策
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。

つ
ぎ
に
、
文
政
十
年
に
京
都
や
大
坂

に
お
い
て
、
切
支
丹
が
露
顕
す
る
事
件
が

　む

　　
　

起
こ
る
。
「邪
宗
門

一
件
書
留

』
や

『大
坂
切
支
丹

一
件

」
か
ら
、
こ
の

一
件
に

際
し
て
、
寺
檀
関
係
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
を
考
え
る
。
す
る
と
、

一
件
の
中
心
人
物

の
檀
那
寺
や
町

・
村
が
仕
置
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
。
寺
請
状

や
宗
門
帳
に
謳
わ
れ
た
文
言
は
画
餅

で
は
な
く
、
こ
の
仕
置
は
、
寺
請
状
や
宗
門

帳
を
根
拠
と
し
た
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
政
策
的
側
面
に
お
い
て
、
寺
檀

関
係
は
形
骸
化
す
る
こ
と
な
く
、
機
能
し
て
い
た
。
し
か
し
、
事
前
に
切
支
丹
を

取
り
締
ま
る
こ
と
が
で
き
ず
、

一
件

の
後
も
従
来
の
政
策
以
外
に
寺
檀
関
係
を
強

化
す
る
も
の
は
み
ら
れ
な

い
の
で
あ
る
。

　ね
　

さ
い
ご
に
、
当
該
期

の
京
都
は
、
都
市
構
造
の
変
化
が
進
行
し
て
い
た
と
さ
れ
、

前
節
ま
で
の
寺
檀
関
係

の
機
能
や
役
割
を
、
こ
の
変
化
と
関
連
づ
け
る
こ
と
を
試

み
た
。
近
世
前
期
の
京
都
は
、
民
衆
を
保
証
す
る
の
は
町
で
あ
る
と

い
う

「
地
縁

　お
　

的

・
職
業
的
身
分
共
同
体
」
で
、
権
力
も
町
を
基
礎
と
す
る
支
配
を
行

っ
て
い
た
。

し
か
し
、
都
市
経
済
の
進
展
と
と
も
に
、
民
衆
の
行
動
は
町
の
届
か
な

い
範
囲
へ

と
広
が
り
、
町
に
よ
る
保
証
が
不
可
能

と
な

っ
た
。
そ
こ
で
、
町
が
不
可
能
に
な

っ
た
事
柄
を
権
力

へ
委
任
し
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
下
で
、
宗
門
帳
は
町
の
構
成

員
を
把
握
す
る
手
段
で
も
あ

っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
二
章
で
は
、
京
都
町
奉
行

の
上
位
権
力
で
あ
る
幕
府
の
寺
檀
関
係
に
つ
い
て

の
認
識
や
対
応
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
前
提
と
な
る
近
世
前
期
の
寺
檀
関
係
に
つ

　レ
　

い
て
、
「徳
川
禁
令
考
」
か
ら
三
つ
の
法
令
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
寺
檀
関
係
に

　
お
　

お
い
て
、
寺
院
側
に
多
く
の
権
利
を
認
め
た

「宗
門
檀
那
請
合
掟
」
は
、
慶
長
十

八
年
に
発
布
さ
れ
た
と
い
う
が
、
元
禄
四
年
以
降
に
作
成
さ
れ
た
偽
文
書
で
あ
る

　
め
　

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
貞
享
四
年
の

「諸
寺
院
條
目
」
も
寺
院
に
よ
る
脚
色
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
幕
府
の
寺
檀
関
係
の
認
識
は

「檀
越
之
輩
、

難
為
何
寺
、
可
任
其
心
得
、
僧
侶
方
不
可
相
争
事
」
と
い
う
寛
文
五
年
の

「諸
宗

　レ
　

寺
院
法
度
」
に
謳
わ
れ
た
枠
組
で
あ

っ
た
。

　の
　

つ
ぎ
に
、
近
世
後
期
の
寺
檀
関
係
に
つ
い
て
、

い
わ
ゆ
る

「離
檀
禁
止
令
」
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
離
檀
禁
止
令
は
、
近
世
後
期
に
お
け
る
寺
檀
関
係
の
二
大
政

　ね
　

策
の

一
つ
で
あ
る
が
、
こ
の
法
令
を
め
ぐ

っ
て
、
幕
府
令
で
あ
る
の
か
、
あ
る
離

　　

檀
を
め
ぐ
る
寺
社
奉
行
の
裁
許
で
あ
る
の
か
、
評
価
が
異
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

　れ
　

豊
田
武
氏
が
言
及
す
る
若
狭
万
徳
寺
記
録
を
み
る
と
、
前
書
が
存
在
し
、
そ
れ
に

よ
る
と
、
離
檀
争
論
を
め
ぐ
る
寺
社
奉
行
の
裁
許
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
万
徳
寺
記
録
で
は
、
「離
檀
禁
止
令
」
が

「宗
門
檀
那
請
合
掟
」

や

「諸
寺
院
條
目
」
と
と
も
に
所
収
さ
れ
て
お
り
、
寺
院
に
よ
る
離
檀
の
防
止
に

供
さ
れ
て
い
た
。

幕
府
や
藩
に
よ
る
先
例
書

・
問
答
集
か
ら
、
離
檀
を
め
ぐ
る
幕
府
の
認
識
や
対

　お
　

応
を
検
討
す
る
。
五
種
類
の
先
例
書

・
問
答
集

で
は
、
寛
政
期
～
文
化
期
に
お
い

　
お
　

て
は

一
定
し
て
い
た
。
離
檀

の
問
合
せ
に
対
す
る
寺
社
奉
行
の
回
答
は
、

書
面
、
離
檀
改
宗
等
之
儀
者
容
易
難
成
筋
二候
得
共
、
寺
檀
納
得
之
上
、
無
拠

子
細
有
之
、
外
二
差
支
候
儀
も
無
之
候
者
、
被
承
届
候
而
も
不
苦
筋
と
存
候

と
い
っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
幕
府
は
個
別
の
寺
檀
関
係
に
介
入
す
る
こ
と
は
な
く
、
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刀

離
檀
は
容
易
な
こ
と
で
は
な

い
と
し
た
上
で
、
①
や
む
を
え
な
い
理
由
が
あ
る
、

②
寺
院
と
檀
那
の
双
方
が
納
得
し
て

い
る
、
③
ほ
か
に
支
障
が
な

い
、
の
条
件
さ

え
満
せ
ば
、
離
檀
は
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

第
三
章
で
は
、
京
都
に
お
け
る
寺
檀

関
係
の
実
態

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
京
都

で
は
、
天
保
十
四
年
に
生
国
や
檀
那
寺

、
年
齢
が
記
さ
れ
た
詳
細
な
宗
門
人
別
帳

が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
は

「人
返
し
の
法
」
を
京
都
に
お

い
て
も

施
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
た
め
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
天
保
十
四
年
か
ら
安

政
三
年
ま
で
の
宗
門
人
別
帳
を
検
討
す

る
こ
と
に
よ
り
、
寺
檀
関
係
の
具
体
的
様

相
に
つ
い
て

「移
動
」
と
い
う
行
為
を
通
し
て
分
析
し
た
。

京
都
は
他
国
か
ら
多
く

の
者
が
移
動
し
て
来
た
が
、
彼
ら
は
移
動
に
際
し
て
、

　ふ
　

寺
替
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
寺
替
の
際
に
は
、
宗
旨

を
替
え
た
り
、
本
末
関
係
の
異
な
る
檀
那
寺
に
な
る
事
例
が
み
ら
れ
る
。
宗
旨
替

は
民
衆
の
信
仰
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
す

る
こ
と
が
で
き
、
本
末
替
は
教
団
の
寺
檀

関
係
と
本
末
関
係
の
関
係
性
の
メ
ル
ク

マ
ー
ル
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
民
衆

は
寺
替
に
際
し
て
、
三
分

一
を
超
え
る
三
八

・
四
%
が
宗
旨
替
を
行

っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
そ
こ
に
先
祖
祭
祀
な
ど
の
信
仰
を
と
も
な

っ
て
い
た
と
は
考
え
難
い
の

で
あ
る
。
ま
た
、
半
数
以
上
の
五
九

・
一
%
が
本
末
替
を
と
も
な

っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
教
団
の
本
末
関
係
は
、
国
を
越
え
た
移
動
を
教
団
内
で
完
結
す
る
こ
と
が

で
き
な
か

っ
た
、
あ
る
い
は
完
結
す
る
意
思
が
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。つ

ぎ
に
、
寺
替
に
と
も
な
う
宗
旨
替

の
要
因
に
つ
い
て
、
生
国

・
生
国
に
お
け

る
宗
旨

・
京
都
に
お
け
る
宗
旨
の
三

つ
の
視
点
か
ら
分
析
す
る
。
東
国
に
生
ま
れ

た
者
や
、
生
国
で
門
徒

・
日
蓮
宗
の
檀
那
で
あ

っ
た
者
は
、
宗
旨
を
替
え
る
こ
と

は
あ
ま
り
な
か

っ
た
。
生
国
に
お

い
て
篤

い
信
仰
心
が
養
わ
れ
て
い
れ
ば
、
宗
旨

を
替
え
る
こ
と
は
少
な
か

っ
た
が
、
そ
う
で
は
な

い
場
合
、
居
住
す
る
町
か
ら
の

影
響
も
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
国
替
を
と
も
な
う
寺
替
に
は
、
民
衆

の
生

国
や
そ
こ
に
お
け
る
宗
旨
、
居
住
地
に
な
る
町
の
宗
旨
が
複
雑
に
影
響
し
あ

っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
み
え
る
寺
檀
関
係
は
、
非
常
に
緩
や
か
で
自
由
な
も

の
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
京
都
内
に
お
い
て
も
流
動
性
が
高
か

っ
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て

　
ゐ
　

お
り

、
都
市
内
部

の
移
動
と
寺
檀
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。
都
市
内
の
移
動

に
際
し
て
、
檀
那
寺
を
替
え
た
事
例
は
み
ら
れ
な
か

っ
た
。
都
市
内
に
お
け
る
移

動
は
、
寺
檀
関
係
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
な
か
た

っ
た
の
で
あ
る
。
流
動
性
の

高

い
都
市
で
あ

っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
移
動
の
行
わ
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
で
あ
ろ

う
村
落
と
同
様
に
、
寺
檀
関
係
は
強
固
な
関
係
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
民
衆
に
と

っ
て
の
寺
檀
関
係
は
、
生
活
す
る
上
で
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な

い
関
係
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
弛
緩
な
関
係
で
あ
る
か
、
強
固
な
関
係
で

あ
る
か
は
、
寺
院
側
の
対
応
如
何
で
あ
る
。
ま
た
そ
こ
に
先
祖
祭
祀
や
自
ら
の
信

仰
が
と
も
な

っ
て
い
る
の
か
、
ま

っ
た
く
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
必
要

不
可
欠
な
関
係
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

注(
1
)
辻
善
之
助

『
日
本
佛
教
史
』
近
世
篇

一
～
四

(岩

波
書
店

、

一
九

五
二
～
五
五
年
)
。
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(2
)
『
同
前
」
近
世
篇

三

(岩
波
書
店

、

一
九

五
四
年
)
な
ど
。

(3
)
圭
室
諦
成

『
日
本
佛
教
史

概
説
』

(理
想
社
、

一
九

四
〇
年
)
。

(
4
)
竹
田
聴
洲

「
近
世
社
会
と
仏
教
」

(『
日
本
歴
史
』
近

世
1
、
岩
波
書
店

、

一
九
七
五

年

)
な
ど

。

(5
)
高

埜
利
彦

「
江
戸
幕
府

と
寺

社
」

(『
講
座
日
本
歴
史
』
近
世

1
、
東
京
大

学
出
版
会
、

一
九

八
五
年

)
、
圭
室
文
雄

「葬
式
と
檀
家
』

(吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
九
年
)
な
ど
。

(6
)
朴

澤
直
秀

「幕
藩
権
力

と
寺

檀
関
係
」

(『
史
学
雑

誌
」

=

O
l

四
、
二
〇
〇

一
年
、

の
ち

『幕
藩
権
力
と
寺
檀
制
度
』

(吉

川
弘
文
館

、
二
〇
〇
四
年
)
所
収
)

一
頁
。

(7
)
幡
鎌

一
弘

「明
治

初
年

の
宗
教

の
世
俗

化
を
め
ぐ

っ
て
」

(
『
天
理
大
学
学
報

」

一
八

三
、

一
九
九

六
年

)
三
三
～
四
頁
。

(8
)
享
保
八
年

は
享

保
改
革

に
よ
り
京
都

町
奉
行

の
支
配
国

が
縮
小
さ
れ

て
、
民

政
が
強

化

さ
れ
た
年

で
あ

る
。
安

政
三
年

は
、
京
都

が
政
治
都
市
化

さ
れ
は
じ
め

る
年

で
あ

る
。

(9
)

一
～

一
二

・
別
巻

二
、
岩
波
書
店

、

一
九

八
三
～
八
九
年
。

(10
)
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
収
蔵
。

(11
)
大
橋
幸
泰

「史

料
紹
介

大
坂
切
支

丹

一
件
」

(
『研
究

キ
リ

シ
タ

ン
学
」

四
、

二

〇
〇

一
年

)。

(12
)
代
表
と

し
て
、
塚
本
明

「
近
世
中
期
京

都

の
都
市
構
造

の
転
換
」

(
『史
林
』

七
〇
-

五
、

一
九

八
七
年

)
が
挙
げ

ら
れ
る
。

(13
)
朝
尾
直
弘

「
近
世

の
身
分
制
と
賎

民
」

(『
朝
尾
直
弘
著
作

集
』
七
、
岩
波
書

店
、

二

〇
〇
四
年

)
四

一
～
四
頁

。

(14
)
法
制
史
学
会
編

『徳

川
禁
令
考
』
前
集

五

(創
文
社
、

一
九

五
九
年
)
。

(15
)
『禁
令
考

』
二
六
七
〇
。

(16
)
『禁
令
考
』

二
五
七
七

。

(17
)
『禁
令
考
』

二
五
七
四
。

(18
)
「禁
令
考
』

二
五
九

〇
。

(19
)
豊
田
武

『
日
本
宗

教
制
度
史

の
研
究

』

(「
豊
田
武
著
作
集

』
五
、
吉
川
弘
文
館

、

一

九
八

二
年
)

一
二
四

～
八
頁
。

(
20
)
朴
澤

「
前
掲
論
文
」

一
一
～
三
頁
。

(
21
)

「宗
門
寺
檀
那
請
合
掟
」

(東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
)
。

(
22
)

『諸
例
撰
要

・
諸
家
秘
聞
集
』

(創
文
社
、

一
九
九
九
年
)
、
布
施
弥
平
治

「
寺
社
奉
行

御
留
書
」

(
「
日
本
法
学
』

四
〇
i

一
～
四
、

一
九
七

四
～
七

五
年
)
、

『諸
例
集
』

(
「内
閣

文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
』
九
六
、
汲
古
書
院
、

一
九
八
九
年
)
、

「幕
制
彙
纂

・
寺
社
公
聴
裁

許
律
』

(創
文
社
、

二
〇
〇
四
年
)
、
「
離
旦
』

(国
立
公
文
書
館

所
蔵
)
。

(
23
)

『諸
家
秘
聞
集
」
四
四
六
。

(
24
)
他

国
出
身
者
三
六

三
人
の
う
ち
、

一
人
を
除

い
て
、
す

べ
て
の
者

が
山
城
国

に
檀
那

寺
を
持

っ
て
い
る
。

(
25
)
秋
山
國
三

・
仲
村
研

『京
都

「町
」

の
研
究
』

(法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
七
五
年
)
、

鎌
田
道
隆

「上
京

・
橋
西

二
町
目

の
借
屋
事
情
」

(
『京
都
市
史
編
さ

ん
通
信
』

一
二

一
・

一
二
二

・
一
二
四
、

一
九
七
九
年
)
、
浜
野
潔

「近
世
京
都

・
借
屋
人

の
移
動

に

つ
い
て
」

(
「経
済
学
部
論
集
」
八
-

二
、

一
九
九
八
年
)
。
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